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いては第 1 集付録 A「日本言語地図解説―方法―」
による．いずれも詳細は原著によられたい．
（１）　『実態』について
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・ 調査期間：1957（昭和 32）年～1964（昭和 39）
年
















































22 項目である．そこで本稿では，この 22 項目につ
いて，以下の方法によって比較する．

















　これらを『LAJ』第 1 集付録 A「日本言語地図解



































Ｄ．東部  ⇔  中部  ⇔  西部 （鼎立分布）





表 1　共通する 22 項目
語句 『実態』 『LAJ』
うお・さかな（魚）5） 283 ⑤ 216
おそろしい（恐ろしい） 287 ① 42
おてだま（お手玉） 288 ③ 145
おとといのばん（一昨晩） 289 ⑥ 277
おにごっこ（鬼ごっこ） 290 ③ 147
かえる（蛙） 337 ⑤ 218
かたぐるま（肩車） 292 ③ 149・150
かたつむり（蝸牛） 293 ⑤ 236～238
かまきり（蟷螂） 294 ⑤ 229・230
かみなり（雷） 295 ⑥ 256
こうし（子牛） 299 ⑤ 209
しあさって（明明後日） 301 ⑥ 285
すずめ（雀） 342 ⑤ 214
たけうま（竹馬） 309 ③ 144
つらら（氷柱） 346 ⑥ 262
とうもろこし（玉蜀黍） 313 ④ 182
とかげ（蜥蜴） 348 ⑤ 224
にじ（虹） 314 ⑥ 259
ふくろう（梟） 353 ⑤ 212
まないた（俎板） 324 ④ 164
まむし（蝮） 325 ⑤ 228


































・ 類型 A で，中部または西部が独自に変化→類型 D
　（類型 D で，中部と西部が同化→類型 A）
・ 類型 A で，東部が中西部に同化→類型 E
　（類型 E で，東部が独自に変化→類型 A）
・類型 A で，中部が東部に同化→類型 B
　（類型 B で，中部が西部に同化→類型 A）
・類型Bで，東部または中部が独自に変化→類型Ｄ
・ （類型 D で，東部と中部が同化→類型 B）
・類型 B で，西部が東中部に同化→類型 E
　（類型 E で，西部が独自に変化→類型 B）
・類型 C で，中部が東西部に同化→類型 E
　（類型 E で，東西部が山陽側と同化→類型 C）

























































































A B C D E F
『実態』 10 8 0 1 3 0
『LAJ』 9 6 0 1 6 0
表 4　『実態』の「たけうま」の方言分布
（地域数）
西部 63 中部 44 東部 78
たけんま 42 21 50
さんがち 0 0 55
たかあし 35 15 7
たかし 27 36 9
表 5　『LAJ』の「たけうま」の方言分布
（地点数）
西部 9 中部 8 東部 13
TAKENMA 4 2 1
SANGACI 0 0 4
SANGASI 0 0 2
SANGEECI 0 0 2
TAKAASI 3 4 0
TAKAHASI 2 1 0
TAKASI 1 3 2
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　表 7 には，特徴的な語形を掲げた．表 7 に掲げた













西部 63 中部 44 東部 78
かみなり 28 27 52
どんどろけ 4 43 64
どんどろき 0 0 18
なるかみ 13 3 12
なーかみ 10 0 0
なーかみさん 15 0 0
なりかみ 4 2 0
なりかみさん 5 0 1
よーだち 0 0 7
表 7　『LAJ』の「かみなり」の方言分布
（地点数）
西部 9 中部 8 東部 13
KAMINARI 4 2 7
DONDOROKE 0 7 8
DONDOROKI 0 0 2
NARIKAMI 5 0 1
NAAKAMI 2 0 0
NARIKAN 1 0 0
NARUKAMI 0 1 0


















































西部 63 中部 44 東部 78
こうし 13 10 10
うしのこ 37 13 8
でんご 0 1 76
でんごのこ 1 0 25
べーべのこ 14 25 0
べーべんこ 6 7 0
べーたー 0 17 0
べーたんこ 4 6 0
べんた 18 0 0
表 9　『LAJ』の「こうし」の方言分布10）
（地点数）
西部 9 中部 8 東部 13
KOOZI 0 0 2
KOUZI 2 0 2
USINOKO 4 2 0
DENGO 0 0 11
BEEBEE 0 2 0
BENTA 2 0 0
KOTTEGO 2 0 0
表 10　『実態』の「おにごっこ」の方言分布
（地域数）
西部 63 中部 44 東部 78
おにごっこ 11  9 14
おにごと 13  1 11
おにやい  2  1 14
ぼいやこ 50 37 62
ぼーやこ 10  8  4































































西部 9 中部 8 東部 13
BOIYAKO 3 6 6
OIKONGO 0 0 1
ONIGOKKO 0 2 3
ONIGOTO 0 1 2
ONIYAI 0 0 1
ONI 1 0 1
MEKURAGO 1 0 0
CUKAMAEONI 1 0 0
CUKAMAEKO 1 0 0
表 12　『実態』の「おとといのばん」の方言分布
（地域数）























































































西部 9 中部 8 東部 13
「OTOCUI」系 8（88.9%） 6（75.0%） 8（61.5%）












































6 ）参考文献 3 の別冊 p. 4．
7 ）参考文献 9，p. 6．
8 ）参考文献 10，p. 18．


















































11）参考文献 5 の別冊 p. 93．
12）参考文献 4 の別冊 p. 31．
13） 表 中， 国 府 町 栃 本 の 地 点 番 号 が 原 著 で は
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